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の
手
間
な
ど
が
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、
決
定
打

に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
。

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
の
前
駆
体
（
そ
の
物
質

の
元
と
な
る
も
の
）
で
あ
る
5-
ア
ミ
ノ

レ
ブ
リ
ン
酸
は
、
天
然
の
ア
ミ
ノ
酸
の
一

種
で
、
植
物
の
光
合
成
の
能
力
を
高
め
る

作
用
が
あ
る
。
コ
ス
モ
石
油
㈱
と
施
設
園

芸
資
材
メ
ー
カ
ー
の
㈱
誠
和
が
合
弁
で
設

立
し
た
コ
ス
モ
誠
和
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
㈱

が
２
０
０
３
年
か
ら
展
開
す
る
ペ
ン
タ
キ

ー
プ
シ
リ
ー
ズ
は
、
沼
地
な
ど
に
生
息
す

る
微
生
物
で
あ
る
光
合
成
細
菌
を
利
用

し
、
こ
の
5-

ア
ミ
ノ
レ
ブ
リ
ン
酸
の
工

業
的
生
産
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
液

状
窒
素
肥
料
だ
。

同
社
は
、
今
ま
で
プ
ロ
農
家
向
け
と
し

て
ペ
ン
タ
キ
ー
プ
V
を
販
売
し
て
き
た

が
、
ペ
ン
タ
キ
ー
プ
V
の
効
果
で
光
合
成

が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
と
、
植
物
の
生
長

に
必
要
な
デ
ン
プ
ン
な
ど
の
糖
分
も
そ
の

分
消
費
さ
れ
る
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
は
そ
の

都
度
肥
料
を
与
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
、
肥
料
成
分
が
あ
ら

か
じ
め
配
合
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
タ
イ
プ
の
も
の
が
欲
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
、
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
を
8:

5:

3
の
割
合
で
配
合
し
た
「
ペ
ン
タ
キ

ー
プSuper

（
肥
料
登
録
　
生
第
８
７
４

４
０
号
）」
が
新
た
に
発
売
さ
れ
た
。

使
用
方
法
は
、
株
元
潅
注
、
葉
面
散
布

と
も
可
能
だ
が
、
葉
面
散
布
の
ほ
う
が
吸

収
が
よ
り
早
く
即
効
性
が
あ
る
。
希
釈
倍

率
は
２
０
０
０
〜
２
０
０
０
０
倍
。
一
般

の
液
肥
と
同
様
、
作
物
に
元
気
が
無
く
早

め
に
効
か
せ
た
い
と
き
に
は
ア
ン
プ
ル
剤

的
に
高
濃
度
で
葉
面
散
布
、
養
液
栽
培
の

場
合
な
ど
は
低
濃
度
で
株
元
潅
注
す
る
の

が
基
本
的
な
使
い
方
だ
。
ま
た
、
上
記
の

ケ
ー
ス
以
外
に
露
地
栽
培
や
果
樹
園
な
ど

広
い
圃
場
で
は
、
農
薬
散
布
時
に
混
合
し

て
使
う
こ
と
も
当
然
可
能
だ
（
そ
の
際
は

混
合
事
例
を
要
確
認
の
こ
と
）。

容
量
は
1
㎏
。
価
格
は
１
５
０
０
０
円

（
メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
）
と
決
し
て

安
く
は
な
い
が
、
肥
料
は
そ
の
成
分
や
使

い
方
、
効
果
に
よ
り
様
々
な
タ
イ
プ
の
も

の
が
あ
る
の
で
、
他
社
の
も
の
と
単
純
比

較
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
ペ
ン
タ
キ
ー
プSuper

は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
世
界
同
時
発
売
さ
れ

て
い
る
。
同
社
の
担
当
者
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
農
家
は
日
本
よ
り
も
企
業
的
で
費
用

対
効
果
に
も
厳
し
い
。
し
か
し
、
客
観
的

な
数
値
で
分
析
す
る
の
で
、
効
果
が
あ
る

も
の
に
は
正
当
な
評
価
を
与
え
て
く
れ

る
。
経
営
も
大
規
模
な
の
で
有
望
な
市
場

と
見
た
」
と
海
外
発
売
の
理
由
を
語
る
。

そ
の
口
ぶ
り
に
は
こ
の
商
品
に
対
す
る
期

待
と
自
信
が
感
じ
ら
れ
る
。（

小
林
秀
光
）

植
物
は
葉
緑
体
の
中
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

（
葉
緑
素
）
で
光
合
成
を
行
い
、
自
ら
養
分

を
合
成
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
単
純
に

言
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

の
量
を
増
や
し
、
光
合
成
を
活
発
に
す
る

こ
と
で
植
物
の
生
長
を
促
し
、
品
質
・
収

量
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
光
合
成
を
促
進
さ
せ
る
と
言
わ

れ
る
資
材
に
は
、
炭
酸
ガ
ス
発
生
機
や
、

蛍
光
ラ
ン
プ
、
苦
土
、
キ
ト
サ
ン
、
微
生

物
資
材
、
ぼ
か
し
肥
料
な
ど
が
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
価
格
や
効
果
が
出
る

ま
で
の
時
間
、
設
置
場
所
の
制
限
、
施
肥
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施用方法 

茎葉散布  　　　　　根圏施用 

施用倍率 2,000～10,000倍 5,000～20,000倍 

標準施用倍率 5,000倍 5,000倍 

　　施用液量 300R 600R

施用間隔（週） 1～2 1～2

　　ペンタキープ 
60g 120g

　　Super 
50P 100P

10
a
あ
た
り
の 

　
施
用
量
例 

【ペンタキープ Superの希釈倍率と施用量】 
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